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* 1. 概 観 広野卓蔵掛

昭和33年 (1958)11月 7日07時58分とろ， 東北，

関東地方の全般から北海道，中部地方にわたって大きな

地震を感じた.震央は千島エトロフ島南方約100km沖

北緯440.0，東経 1480.7すなわち，海深約2，000mの位

置で，震源の深さは約80kmであった. なお，震源に

おける発震時は 07時58分、09秒と推定された.

地震の規模はパサデナで決定したところによれば 8~

81んである. この値は大正 12年 (1923)9月1日の関東

地震 (M=8.2)，昭和21年 (1946)12月21日の南海道

地震 (M=8.2)，昭和27年 (1952)3月4日の十勝沖地

震 (M=8.3)，昭和28年 (1953)11月26日の房総沖地

震 (M=81ん)~乙匹敵するものであるが，地震および津

波の被害がほとんどなかった点で房総沖地震に似てい

る.

今回の地震の最大震度は釧路における震度v(強震)

で最大有感距離は 1，700km (鳥島)であった.本州での

有感地域は太平洋岸に沿い，はるかに飯田，静岡まで達

しており，その震度ー震央距離曲線 (Fig.7)はいまま

で最大と考えられていた昭和8年の三陸地震よりもはる

かに規模が大きい.一方比較的近距離にもかかわらず，北

海道北部では無感であったことなどからみれば， 乙の震

度分布は異常震域の影響を多く受けていることがわかる.

なお，震央より東方約350kmにあった神戸丸および

約300kmにあった 1外国船より海震を感じた旨気象庁

に入電があった.

乙の地域は日本における地震活動の最も活発な場所の

一つである.辺境の地とて，あまり古い記録はないが，

近年起ったもので，今回のものに匹敵するものを求めれ

ば大正7年 (1918)9月8日のウルップ島沖地震があり，

このときの大津波は向島で高さ 6~12m もあり死者24名

を出した

骨 TheEtorofu-Oki Earthquake of November 7， 
1958. 

梢気象庁地震課長

550.34(5) 

今回の地震によって生じた津波は樺太綜合科学研究所

の通知によればエトロフ島東岸において 2~3mで、あっ

た.本邦の太平洋岸で観測されたかぎりでは比較的弱

く，最高は花咲で観測された 81cm，次で浦河の 65cm

であり，遠く九州の枕崎においても津波の痕跡が認めら

れた.津波の初動はオホーック海側を除ふ識別できる

所はいずこも押しであった.

札幌管区気象台では8時18分(地震後20分)に 1区，、

2区に対して H弱い津波"を発令し， 9時20分に解除した.

仙台管区気象台でも 8時30分4区に対して“弱い津波"

を発令し 9時25分解除した.気象庁では 8時40分第

10気象隊およびJMB放送で“大津波"を発令し 9時35

分解除した.なお，解除後3固にわたり津波情報を発表

した津波の最も早く来た所は花咲で8時36分であ

り，西方ほど遅く着いているので，津波予報としてはす

分間に合い，今回の予報発令は成功したものといえる.

津波が地震の震源から発するとして画かれた津波伝ぱ

図 (Fig.8)より計算された津波到着時刻は，観測され

たものより平均5分も遅れているが，波源が震央よりさ

らに南方まで、広がっているものとすれば説明される.実

際，余震域が本震によって起こ.される波源域とほ Y一致

するものとすれば，後に述べる余震域の図は上記の事実

を裏書きするものである. また， 波源域の直径 L は

logL=O. 5 M -1. 7で、表わせるが，M=8とおくと L==:o

200kmとなり，実際の余震域のそれとよく一致する.

余震は極めて多く，北海道で観測された 11月中の余

震の全回数は 832回でうち顕著25回， 梢顕7回， 無感

800回であった.余震で震央の定められたものは Fig.6

K示すとおりで，本震の震央を一端とし，その南東側に

長径200km，短径 150kmの楕円状に分布している. 深

さは 60~100km である.このうち最大の余震は 13 日 5

時23分に起ったもので，パサデナによればM=6 3/4，，"， 

7で，震央距離1070km(白河)まで感じた.

初動分布は Fig.3，4のCとく北海道と東北の一部が

引きで他は全部押しであったが，その発l雲機構はこれだ

けの資料では決定できない.走時曲線についてはム=
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1500km付近でP波がわず、かに折れていること，ム=600

kmより遠方において S波が鷺坂・竹花の走時より約

7~15秒程度早く起っていることなど注目きれる.

本地震による被害は極めで軽微で，電信電話線の被害

は夕刻までに復旧する程度，鉄道は列車が徐行するくら

いが3か所生じた程度であった.また，津波の被害も宮

古で養殖中のかき棚が半数流失した程度であった.

なお，本報告の編集は技術係で行ったものである.

~ 2. 観測資料および諸調査

1.震度分布

各地で観測された震度を次表に示す.Fig.lでもわか

るように，今回の地震の有感地域は極めて広い.この方

面の地震の有感地域は本州の南側に異常的にのびでいる

のが常であるが，この地震でも南側は中部地万まで及ん

/ 
× 

Sea of Japan 

Pacific Ocean 

五戸，田名部，大間，七戸，平舘，蟹田，三沢. (盛岡)

北奥中山，雫石，厳美，久慈，岩泉，好摩，種市，南畑，

大野，黒沢尻，大槌. (山形)高畠. (仙台)作並，松島，

角田. (福島)中畑.

ill;網走，広尾，苫小牧，函館，森，宮古，水沢，石

巻，仙台， 酒田，福島，小名浜，白河，秩父. (根室)

厚床. (釧路)白糠，土尾幌. (網走)美幌. (浦河)目

黒，御園，幌泉. (札幌)石狩，江別，厚田，当別，千

才第一発電所. (帯広)陸別，上士幌，士幌， 八千代.

(倶知安)余市山田，余市. (旭川)西達布，幾寅. (岩

見沢)美唄，栗沢. (函館)鹿部，大野，国縫，大沼.

(青森)三本木， 小泊，野辺地，深浦， JlI内，休屋，横

浜， 三厩，大戸瀬，金木，弘前，内潟. (盛岡)福岡，

荒沢，湯田，一関，千厩，釜石，軽米，盛，広田，沢内，

附馬牛，若柳，葛巻，普代，岩洞，衣川. (111形)板谷，

釜淵，深沢野，鶴岡，西郷，高峰. (秋田)矢島，大曲，

鷹巣，院内，小坂，大館，阿仁合. (仙台)古川，築館，

粟駒，女川，鳴子，金山・，小野田，気仙沼，原鷺沢，

志津川，松倉，塩屋崎，金華111，鮭崎. (福島)梁川，

津島，中村，平野，小野新向郡山. (水戸) 目立，神

峯山，湊ー小瀬，幸久，下妻，鹿島，館野，竜ケ崎，土

浦，堅倉. (東京)中新井. (銚子)市川，布佐，三里塚，

清澄. (宇都宮)黒磯，小山，足尾. (熊谷)松山.

II;室蘭，水戸，柿岡，宇都宮，銚子，東京，甲府，

網代，鳥島. (網走)佐呂間， ~I:t別.遠軽. (浦河)日高.

(倶知安)小樽，岩内，京極，琴平. (旭川)麓郷，富良

野. (岩見沢)沼田，幾春別. (函館)白神，恵1-1-1，木古

内. (盛岡)薮川，大迫，矢作，田i頼，石淵. (山形)長

井，米沢，高rI怠，楯岡，差首鍋， 清川. (秋田)本荘，

湯沢，象潟，岩見三内，沼館，大川. (仙台)亘理，耕

野. (福島)四時川. (新潟)村上. (水戸)真壁，鉾田，

水海道，笠間，筑波山. (東京)村山. (銚子)成東，鴨

川，野田，下総. (前橋)藤岡，沼田， 尾島， 三の倉，

Fig. 1 震度分布(鳥島:II) 鼻毛石. (熊谷)越谷，栗橋， JlI越. (宇都宮)栃木，東

でいるのに対して，北海道の北部では無感であった.最 那須野，中宮間，桑，大田原，徳次郎，喜連川.(横浜)

大震度は根室，釧路地方で震度 V が観測され， また遠 鳥屋，二ノ宮. (甲府)上野原，万力，源，中富，双葉

く1700kmの距離にある鳥島でも震度Eが観測された. 白根. (静岡)牧ノ原.

V;穿11路. (根室)標津. (事11路)鶴居，茶内，塘路 1;旭川，留萌，秋田， 111形，新潟，熊谷，前橋，高

W;根室，帯広， 浦河，札幌， 八戸，青森，盛岡. 田，長野，横浜，追分，船津，大島，新島，飯田，静岡.

(根室)西春別，計根別，中標津，納沙布，羅臼，落石倶知安)喜茂別. (旭川)和寒. (網走)紋別. (111形)

(萄11路)標茶，阿寒湖畔，厚岸，川湯，阿寒，飽別，弟 尾花沢，新庄，蔵王，赤倉. (秋田)横手，能代，藤倉.

子屈，上御卒別，縫別，中茶安別. (浦河)幌満，富川福島)上遠野.(銚子)八日市場，上総，館111，千葉，本納，

静内. (帯広)足寄，屈足，新得，清水，上美生，池田， 勝浦，都. (前橋)桐生. (熊谷)本庄. (宇都宮)粟野，

大津，尾田.(岩見沢)長沼，幌閥. (青森)五所川原， 茂木，日光. (横浜)都田，仙石原，剣ケ崎. (甲府)長坂.
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2. 震央および走時恭

験測はすべて記象原紙を観測部地震課l乙集め，地震月'

報の資料おと上び調査結果と無関係に，酒井によって行わ

れた.その結果がTab. 1である.

P には周期約2秒・ 4秒・ 8秒の3種の波が同時に到

着している模様で，乙のうち比較的験測しやすかった前

後の2者の初動を表記した.なお，八戸・盛岡・浜田に

ついては初動分布を引くときに問題になるものがある.

SはP波系統の波の未衰弱中に出現した関係で一般

に不明確で， 確実に Sと判断できるものは数か所に過

ぎなかった. したがって，P:-.-Sはム=600km以内は

微動計類の脱針， または scale""-outなどで強震計による

相対時聞によらざるをえなかったこととあいまって，一

般に厳密な値ではない.

Lとした波は S波系統の波の卓越中から異常に長い

周期で出現し，これにも 2種のものが連続的に現われて

いるらしく，だいたい区別できそうなものもあるが一般

には判然どしないので分離験測は割愛した.

M は短周期なものと長周期なものとに分けてみた.

前者は S波系統のものらしく，後者はここでいう L波

系統のものであり，ムによって多少異なるが周期30秒

内外のM は前述Lの最初の系統であり， 周期20秒内

外の M は後の万の L!こ属するものである.、 Mchは坪

井公式.

M =1. 7310gム十logA-O. 83 

によって算出した値で， その地のM を振幅係数によっ

て更正する必要感は， 周期がだいたい 10秒以下のもの

に強く，周期20秒以上のMにはそれほどのものがない

よう!である. この Mchの表から多数決のよろな見方を

すれば， 乙の地震のMchとして 7.8ぐらいが適当のよ

うである.

震央の決定は， 最も信頼しうる要素はPf{:限られる

ような地震記象であるのにかんがみ，これら Pが最も良'

く線状に並びうる関係位置が震央であるという考えによ

り， trial and errorで求めた. この震央は北緯440.0，

東経 148
0

.7となり，これによってムを 500万分の l地

図上で測定し各波の走時を画いたものが Fig.2である.

なお，同じPを用い，地震月報およびu.S. C. &-G. 

S.で発表の震央掛からのムを同様にじて測ったもので

走時関係を見たものを Fig.2の下万に画いた. これら

養地震課酒井乙彦調査

州地震月報によれば 44.30N，148.50E， h=80km. 

O. T. : 07h58ml1s. 

u. S. C. G. S.によれば 441/2
0N，1481/2

0E， h= 100 
km. O. T. : 07h58mlOs. 

Pの2つの走時は所々多少波打ち，特に北海道域の偏り

が目立つ.乙の地域的な偏りのあるのは，それが本質的

なものかも知れないが， 本調査の震央による P走時は

線状配列関係が全体を通じ他2者よりよい. しかし，

ム=1600km辺での傾きの変わりは目立つ.

乙のP走時を和達・益田の走時曲線lこ照らじてみる

と， h: 60kmでも， h: 100kmでも一致が悪く， h: 80 

kmの6のを画いたのがPplot中の実線である.乙の関

係から和達・益田の走時を基準にして 1600km以遠を除

外すれば，この地震の震源、および震源時は次のようにな

る.

CfJ: 44.00N，λ: 148.70E 

h: 80km 

0: 1958 XI 7， 07九58m09s(]. S. T. ) 

なお， この震源の深さと発震時で鷺坂・竹花のS走時

を画いたものがSplot中の実線で，Sの判定不如意な記

象を考慮してこれを見れば， 600kmぐらいまではよく一

致しているといえよう.これを過ぎると大約7秒ぐらい

早く出現するものがあり， .1300km以遠ではさ与に早い

ものが観測されたことになる.

3. 初動分布州特

Tab.1の初動の Vectorを周期別に図示したのが Fig.

3および Fig.4である.押し・引きの分;布は地域的に

明確な分離が見られるが，その地域が限られ，しかも震

央から見て一方的な地域の初動分布なので節線は割愛し

た.ム:1700，.......2100km範囲の初動の大きさが他より総

じて小さく， これは短周期初動に顕著である. もっと

も，東海道から紀伊半島を経て南海道にわたる本邦南岸

沿いの地域も一帯に小さいようである.

なお，節線付近と目される八戸・盛岡の短周期初動は

脈動に禍いされ，震源に対し正逆両観測が可能であり，

八戸・浜田の長周期初動の大きいのは異とするところで

あるが，ここでは事実のみに止める.

4. 余震の調査柑州

余震の全回数は 11月中 832回， 12月中 93回が数えら

れたが，近くの観測がないため，小地震はさらに多かっ

たものと思われる.日別の回数は Tab.2K示すように
なる.

Tab.3は 12月末までのおもな余震の表で，表中のR，

Mは有感地震であり，各々顕著，梢顕著を示す.無感地

震は規模の一応の目安として， 15か所以上の観測所で記

制骨地震課酒井乙彦調査

持制時地震課勝叉護調査
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Tab. 1 観

官 署 短周期Pの初動と周期 | 長周期 P(4)の初動と周期 P~S， S(4)初動と周期 1 (1) 

| l r | ; ; [ : : | |使用ム N E Z N E Z N E Z 地震

kml h m s¥μS :μsμs  1μμs  :μs  11 s s s s 1計

根室:265107 58 46山6，JE6，J5，-lNm8h300，8山70，8.0112刊， 9.0! Iw. S 
網走 3601 59 o. 01 IN125， 12.0~E500， 13. 0: 1138， N， 6. 0!30， E，ー Ip，S 
釧路[3701 1.21 IN 40，9.0:E105，7.0! 1138， S， 7.5!38， E， 6.0[ Ip:. S 
帯広;4651 13. 31 . - . :一 IN19，5. O;E 30，5. O:D 34; 6.011 :45， E， 6.0! ー INP， S 
広尾;4851 15. 3/ -ー !D2， O. 6/N 2，4. O:E へ4.0: //46， S， 2. 0:46， E， 2. 0: /NP， S 

旭川 5151 19.3/ - :E 2，1. 6:D 2，1.61 ;E 30，6. O[D 15，6.01156， - :56， - ;53， D， 7.0INP， S 
浦河 5251 21. 01 N 2， 2. 0: E 2， 2. 0: 1 N 33， 8. 0; E 33， 8. 0: 1150， N， 4. 0:50， E， -; 1 P. S 
留蘭:5751 快ー 1164， S， 8.0:64， W， 7.0:57， U， 8.01 S 
稚内~ 5851 30.51 - . 1 S 1300 ， 18.0~ E 4300， 18.0: . !63， W， 8.0: 10. S 
札幌:6001 31.11 ~ :E 3， -:D 4，1.61 - ~E270.12.0~D160， 4.51159 ， S， 8.0~58， E， -;' Iw; S， 

苫小牧:6051 31. 11 - ー ー : E 14. 10. 0: 1160. S， 4. 0:60. 1 N P 
室蘭:6551 州刊N 9， 1. 5~ 掛 :D 2，1.41 ー 1158， S: 3. O~ 制 ;63， D， 2. 71 N P 
森:6951 " 42.41Nへ -:E5， -[州 IN58，6. 5; E 97， 7.0: 糊 11 州 j 州 ;州 IW
函館~ 6951 41. 41 N 1，1.0 E 2， 1. O! D 3， 1. 01 1167， S， 1. 4:69， E， 1. 6;72， D ，1. 81 N P 
寿都~ 7051 43.51N 2， !Eぺ 1N 32， -~ E 70， -: 1170， S， 9. 8:70;E， -→ 1 P 

八 月 7051 41. 71N 1，2. O:E 1，2.0: ー | 注:乙の初動は脈動かも知れないが，記象の模様からは地震波である
// ; 7051 42.51 S 2，2. O:W 3，2. 3[U 4，1. 01 S 21，8. O:W 36，8. O:U 29，8.0 65， S， -:65， E， -:65， u， -，1 W 11 
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〔表の注〕

空欄:その成分の地震計がないか，故障などで記象がないもの

:その相または波が不分明あるいは出現していないもの
:脈動混り不明確なもの

世 :微象または微偏，あるいは重複する波のために不明確

時:地震計故障，記録停止，脱針または scaleout，温度
変化で記象重なり，あるいは故障状のもの

時持:摩擦またはレバー連結部のガタなどで記象が不自然なもの
掛糊刻時故障または時計不良のもの

(1)はP波・ S波， (2)は表面波・ M のそれぞれ測定に
(3)(ζは波形の崩れたもの，相当無理した測定のものな

(4)重複している短周期の波を smoothしたので，振幅

その他，M は振幅が大きくても終期微動tζ入っ一ての
強震計による測定は 0.1mm単位，その他は
M はすべて記象紙上の値をその地震計の基本
Mchは坪井公式でト算出した値で，水平成分の
NPで測定したM はその周期の関係で他地震計
Mch も他に比し異常に小さくなるので Mch
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用いた地震計

どが含まれている

や周期I.r.相応の誤差のあるものがある

ものは対象にしなかった
0.01 mm単位
倍率で処理しただけで，振動倍率の補正はしていない

合成はしたが，振幅係数の更正はしてない

によるものより振幅が 1桁ぐらい小さく，したがっで

の掲載は割愛した

地震計の記号とそのだいたいの常数は次のようである
記号 地震計名 成分 周期倍率制振度摩擦値
W Wiechert 水平 5.0 秒 70~100 8 く0.3mm

上下 4.5 50~70 8 <0.5 
P 普通地震計水平 4.0 40 3~5 <:0.3 
NP 新型普通地震計 3成分 2.0 50 8 <:0.3 
O 大森式水平 :18 20 3 <:0.4 
S 強震計水平 6 .1----8. <:0.01 

上下 5 1 8 く0.01
WA  . Wood-Anderson水平 0.8 1200 50 
1トン1ton長周期・ 屑北 34 7 10 0.003 

東西ι27 104 4 2.84 
【:"

-7.:，ー
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J O 
LLLJp 

Fig. 3 短い周期の初動のVector図

ー 0:引主 .:押し )":上下成分の観測なし

本:senseのみ t? :一成分のみ
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Fig. 4 長い周期の初動の Vector図

0:引き .:押し )":上下成分の観測なし

求:senseのみ
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Tab. 2 日別余震回数

日 /A長/ B / c / 
E 7 40 46 188 274 
8 13 23 87 123 
9 3 13 62 78 
10 2 7 29 38 

11 2 5 24 31 
12 
12 1 
2 15 19 

13 10 37 58 
14 2 10 19 31 
15 2 6 14 22 

16 5 2 11 18 
17 1 1 12 14 
18 1 4 4 9 
19 3 3 14 20 
20 2 3 9 14 

21、 1 1 9 11 
22 O 1 4 5 
23 1 2 15 18 
24 O 2 9 11 
25 1 1 5 7 

26 2 O 9 11 
27 O 1 3 4 
28 1 2 5 8 
29 1 O ，4 5 
30 O 1 2 3 

却 1 1 2 5 8 
2 1 O 4 5 
3 O 3 O 3 
4 O .0 2 2 
5 O 1 O 1 

6 O 2 2 4 
7 1 1 1 3 
8 2 1 3 6 
9 O 1 3 4 
10 O 2 2 4 

11 1 O 1 2 
12 O O O O 
13 O 2 1 3 
14 O 3 1 4 
15 1 1 3 5 

16 l' 4 3 8 
17 O 1 O 1 
18 O O O O 
19 O 1 2 3 
20 O O 1 1 

21 O 1 3 4 
22 O O O O 
23 O 1 O 1 
24 O O 2 2 
25 O O 1 1 

26 O O 1 1 
27 O 1 4 5 
28 O O O .0 
29 O 3 4 7 
30 O O 5 5 
31 O '0 O O 

持 M・Rをふくむ
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日時分|規模|震央，深さ| 日時分|規模|震央，深さ| 日時分|規模|震央，深さ

XI 07 08 09， B 。N 。E km XI 07 14 55 B XI 08 21 56 A 
08 14 A 15 25 A 441ん 149，100 22 26 R 44，0， 149，0， 60 
08 17 B 15 39 B 22 38 B 
08 22 B 16 05 B 
08 28 B 16 18 B 09 00 11 B 
08 29 A 16 23 B 02 54 B 
08 30 
B R 16 41 R 43. 7， 148. 7， 100 07 48 B 

08 35 441/4， 1481i4， '100 (441/2， 149) 08 58 A 
08 43 B 17 00 B 12 15 A 

4(434，9，，1414881/，2) 9，80 08 46 A 17 13 B 
08 53 B 17 27 B 12 43 B 
08 56 B 17 30 A 13 09 B 
08 59 B ， 18 29 B 14 03 B 
09 02 R 44. 1481/2・ 100 18 50 A 14 18 B 
09 10 B 19 10 A 15 27 B 
09 13 A 19 18 B 19 18 B 
09 21 B 19 28 R 43.6， 148.7， 80 19 19 B (441/2， 150) 
09 23 B 19 29 R 43.4， 148.7， 80 19 20 B 
09 27 B (44， 148) 20 06 B 
09 34 B 19 46 A 23 02 B 
09 36 R 43.9， 148.4， 100 20 09 R 441/2， 1483ん 100 23 33 R 4341l， b1481/2，80 

(45， 149) 20 25 A 44，14831ん4 100 (44， 148) 
09 38 B (441/2， 1491/2) 
09 40 B '20 32 A' 10 00 41 B 
09 54 B 21 46 B 02 53 R 43.6， 148.6， 100 
1000 A 22 37 B 

4((434 4，14148) 8 10 01， B 22 51 B 、 06 05 M .8， 148.4， 100 
10 02 A (44， 148¥/2) 23 16 M 44， 1481/2， 80 4， 148) 
10 05 A 23 25 A 44， 149， 80 10 09 B B. 
10 10 B 13 05 
10 14 A 4441l， z，149，100 08 00 28 B 19 53 B 

(44， 149) 01 17 A 21 05 B 
10 20 B 01 23 B 21 24 B 
10 23 B 01 56 A 23 56 B 
10 34 A 02 24 B 
10 35 B 02 33 R 43.89414881/.2 2，60 11 09 31 B 
10 38 B (44， 1481/2) 11 16 B 
10 43 A 44， 149， ，100 03 56 B 12 52 B 

(451/2， 1491/2) 04 15 A ，4334/14/，214939/14l，z) 80 21 44 M 431/2， 1481i4， 60 
10 53 B (441/2， 14 22 00 B 
1056 A 44， 149， 100 04 38 B 22 24 B 

(441/2， 149) 04 50 B 22 46 R 44， 1483/4，席。
11 07 A 05 30 B 
11 10 B 05 32 A 12 02 53 B 
1111 R 431lb1498 ，100 05 34 B 06 53 B 
11 17 A '44， 149， 80 05 42 M 44， 1481/2， 80 07 46 A 
11 25 A 06 26 B 0138 M 44， 148， 80 
11 31 A 06 32 B 
11 36 B 07 10 A 13 02 44 A 

44((((44kk4444，，uu31lYn11zE414，lle e84813418/んIh912sl，，Ld 6) ) 688んD3，~6 7 

11 38 A 433ん 1481/2，)80 08 12 B 
11 43 A 09 13 B 03 37 A 
11 48 B 10 33 B 05 24 R 
11 50 B 12 06 B 
11 51 A 4441/12/R14991/1z/，2) 80 12 08 B 06 24 A 

，(441/2， 14 12 27 B 06 26 B 
12 19 A 15 52 B 06 35 B 
12 25 B 16 44 A 06 44 B 
12 27 A 44， 1483ん 100 17 29 B 08 00 A 

4((444154/，，2，149) Il，z 80 12 46 B 19 03 B 1491/2) 
13 19 R 431/2， 149， 100 19 20 A 08 32 A 149 
13 46 B R 19 43 B 09 10 B 
14 00 4441/12/9214991/) 2，100 19 45 B 09 29 B 

(441/2， 14 20 04 B 10 08 B 
14 32 B 20 18 A 11 57 R 

44((3d44144l6p1b1P2 141484881/1212 ) 2，80 14 41 B 21 09 R 44.O1/，2141 8.8，.100 
14 48 A 441ん 149，、100 (441/2， 149) 13‘05 R 148.2， 80 

.:~48) 

- 10.ー



字5

日時分|規、模!震央，深さ 11 日時分|規模|震央，深さ 11 -日時分|規模|震央，深さ
も

XI 18 23 58 B 盟 0307 02 B 
11 13 13 32 A 17'21 B 
14 10 A 4(4K ，1491/I2s，. 80 19 03 33 A 

4443(((44344844335，，2311324111，49441994191l74) ) z81，9，1l8，z) 0 1400 0 

19 03 B 
urile 15.) 

15 15 B 12 10 B 05 02 31 B 
18 54 B 14 19 M 
19 37 B 06 16 38 B 
19 56 A (Kurile 15.) 18 24 A 18 55 B 
20 33 B (44， 149) 

21 35 B 07 05 12 B 
14 01 08 B 22 06 B 09 43 A 43.4， 148.8， 40 
0216 B 
02 26. B 20 15 32 A 4(444 ，149，60 08 20 43 A 

44(343343んん，1 4411 49499) 9115，2ん)8 0 8 0 03 '35 R 43:8， 148.4，80 ， 149) 
(44; 148) 15 35 B 21 09 R 

06 :38 B -、 15丑6' B (44， 1 
07 :05‘ B 19 43 B 22 00 B 
07，17 B 

4(4K.urile Is.O) ， 

23 18 A 44.2， 149.9， 80 
0809 B (45， 1491/2， 60) 09 03 40 B 
14 35 R 0， 149.0， 70 

(44， 149) 21 02.42 B 10 08 01 B 
16 22 B 23 58 A 11 52 B 
17 53 B 
20 55 B 22 13 55 B 11 15 00 A 

、

15 05 01 B 23 07 45 ;B 13 10 17 B 
09 16 B 14 15 B 
13 32 B 22 43 A 23 29 B (441/2， 149) 
14 49 B 
16 49 B 24 02 12 B 14 15 08 B 
1801 R 4(4334ん， 14831/んz~70 21 46 B 17 28 B 

149，61/2---63/4) 23 48 B 
18 11 B 25 05 27 B ， 

18 53 A 4(444 ，149，60 11 41 A 15 07 10 B 
1/2， 1481/2) 20 47 A 44， 1491ん 80

26 10 48 A (44112， 149) 
16 03 32 B 18 14 M 4451l3 b1491lz，80 16 01 59 B 
08 21 A 4(444，1498，) 60 (45， 149) 04 53 B 

， 14 。502 B ー'、
09 40 B 27 07 25 B 11 33 るA

4341112/.214981I14/.z) 80 
13 48 R 

444(((44344k441321uap2ln113z44，1le 18944118，lI941bIs 96，2) ) 0 ) 860 0 

(441/2. 14 
28 00 57 B 16 14 B 

13 52 R 18 35 A 
15.16 R 21，40 B 17 12 14 B 

19 21 A 29 12 35 A 19 14 28 B 

17 06 13 M 44.O1/，2148.21/92 80 30 02.42 B 21 06 24 B 
(441/2， 1471/2) 

12 45 B 26 13 06 B 
盟 0100 38 B 

18 00 35 A 4(34，71/，2149.31/，z 60 11 28 B 27 21 54 B 
41/2， 1481/2) 23 16 A 4341l1b/214950，) 80 

03 09 B (441f2' 1 29 00 27 B 
22 46 B 08 41 B 
23 '24 B 02 10 13 A 43. 1， 148. 8， 60 20 47 B 

(44， 149) 

)内はu.S. C. G; Sの資料

録された地震をA，14---5のものをB，それ以下のもの お， 13日05時25分Cろに最大の余震があり (M:6.9)

をCとした， Cの中には根室，釧路，浦河などのーか所 このため同日は余震回数も多くなっている

だけの資料から余震と推定したものもふくまれている. 余震の位置は正確には求め難いものが多かったが，だ

Fig. 5でもわかるように，余震回数の減衰が早いよう いたい Fig.6K示すように， 本震の南東側に多く分布

であるが，これは震源がや〉深いためと思われる. な しており，震源の深さも 60---100kmのものが多い.

~11-



報 24巻 3号

5. 外国の資料および Magnitude発

本邦の観測網は，震央に対して南西側広偏在している

こと，震央近くの資料がないこと， S波の判定が困難で

あったことなどのためJ乙，震源l乙関する諸事項の精密な

決定は困難であった.今後の調査の参考のために，現在

まで報告のあった外国の資料を列記しておく.

外国で決定した震源に関する諸事項は， B. C. 1. S.の

速報によると下表のとおりである.
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比較的震央に近い観測資料としては， u. S. S. R.の極
東地域の報告があるから示しておく.
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エトロフ沖地震調査報告

今回の地震の Mag"nitudeを本邦の観測資料にもとすご

ふ震源の深さを考慮せず坪井の式をそのま〉適用して

求めると 7..8，深い地震のM を求める勝叉の方法を用

いると 8--，-81/4，震度分布から河角の方法を用いると 8

(M(J-p:.換算すると 8.5)となる.参考のためにム--1曲

線を作製してみると Fig.7に示すように非常に大きくな

るが，異常震域についても考慮せねばならぬたちう.

w 
W 

瓦

z 
ι」一 j
I';OOKrr 

Distance 

Fig. 7 震度曲線

また世界各地で求めたものは (B.C. 1. S.の速報によ

る)

Praha 8.4 USSR 

Quetta， Strasbourg 81ん Lwiro，Uppsala 8 

Berkeley， Pasadena 8-81/4 Shi110ng 

となっている.

73ん

~ 3. 津波

77 

8 

ぴオホーック海沿岸各地の検潮儀に記録された.

北海道沿岸各地の検潮儀記録の写しについて，札幌管

区気象台が調査した結果は Tab.4のとおりである.

東北地方の太平洋沿岸各地については，仙台管区気象

台が詳細な調査をした.すなわち，・各検潮記録からの津

波第一波発現時と，津波伝ぱ図からの推算値を比較した

(Tab. 5， Fig. 8参照).これらは完全に一致しないが，

その差は 5分以内とみてよいであろう.一般に実測の万

が推算値より早くなっていることの原因としては，推算

値は pointsourceを仮定しているのに対して， 実際に

は arealsourceであるためと考えられる. なお，津波

伝ぱ図における震央位置は 34.5
0

N，148.50E として計

算した.

Tab. 4， 5以外の検潮所のうち，未調査の記録につい

て気象庁地震課長で読みとった値を Tab.61乙示す(ただ

し，主として気象庁所属検潮所について). また Fig.9

lこ検潮所の位置を示した.

2. 検潮儀記録発

地震課で集め得た検潮儀記録のうち，津波が記録され

たものおか所の記録を Fig.10に示す，これらのうち，

浦河 (Richard)，および清水 (NewKelvin)の他は，い

ずれも Fuessによる記録である.したがって，津波の振

幅および時聞を比較する場合注意を要する.、東京および

大島の検潮儀記録には，津波aらしい記録がないので割愛

1.津波観測 した.

今回の地震にともない，小規模の津波が太平洋岸およ き. 浜中村霧多布付近の津波について州

Tab. 4 北海道沿岸各地の検潮記録の写しから調べた資料

宮閉乱I~到着品 高iト|同初動[;ニムιい同嗣叩l同悶用開一期
花咲|陣根室市祐咲港南防波蹴堤1F 1 ogし3:r1 0よiし4fl押 l;pi 3;?1( 1J?5;r1l;剖「刊14~1~民気象庁l
讃鎖釧11略路!岡同同劃釧11路市釧路港埋立地 [ F 1 08 42 l' 09 06 1押 1161 42 [ 09 06 1161 42 1気象庁!

広尾|広尾郡広尾町字会所前IF1 08 571 09 01 1押 146 1.23 1 09 01 146 1 ~3[開発局l

l網走市網走港船入間 1 F 11自信 lm|;lliMlM06|ー|鳩庁|
紋別|紋別市紋別港北岸 1 F 1 09 40 1 09 48 1引 I4[30 I 12 241 9120 1:安出第 1波初動梢不明確

浦河|浦河町浦河港 1 K 1 不 確 実 [ 12 051 65[19 1:安志|

森 |森町港町 43 [ P [ 09 42 1 09 55 1押 [10[20 I一山8120['必|開発局if波到着時刻梢不確
函館|函館市海岸町番外地 [ F I 09 50 [ 10 00 I押 114[ 40 1 13 58 [ 26 1却!気象庁!

検潮儀の型 F : Fuess K: Kelvin P:簡易

養地震課浜松音蔵調査

骨骨萄n路地万気象台調査

考

- 13-
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日現

記
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ω
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趨

東北地方の太平洋岸における検潮儀資料

型式
第 1 波 最 大 波 継続 発震より第 1波到達まで持

検潮所名 所
〆

属 所 在 地 初動
幅 住).I周期[発現時刻 [ω(伽 caJ到達時刻 振 時間 obs. 

th h m 押
h m h m h ロ1 ロ1

;I、 戸 八戸市湊町下僚川口神社 勺12 06 ~極 立1 立1

(湊)
F 八戸測候所

裏
7 09 20 23 C立1 102 42 11 56 36 82 87 - 5 

12 21低極

;I、 p 運輸湾省 八戸市鮫港海浜埋立地
押

(鮫)
F 
港工事々務所

09 12 40 11 47 74 84 
， 20 2 16低

宮(鍬ケ崎)古
宮古市鍬ケ崎

押
F 宮古測候所

第 7地割字白木38
09 06 22 24 11 35 24 68 72 - 4 

17 11 53低

気(階仙ヒ)沼 気仙沼市長磯船原宇階上
押

F 宮城県水産詰験場 09 16 59 69 09 41 24 78 81 - 3 
22 10 33 {g; 

気(梶仙ケ浦)沼
迫木土木出張所

押
R 
気仙沼波出所

気仙沼市峰ケ崎 09'24 58 09 49 24 86 >81 
12 10 39 {亙

女(小乗浜)川 女東北川地大磁学理気観学部測所
押

F 牡鹿郡女川町小乗浜 09 19 
67 0953fE 

37 09 19 >24 81 87 - 6 
44 

牡鹿町鮎川浜宇清崎 1
押

鮎 )11 F 石巻測候所 09 21 41 25 11 42 24 、83 90 - 7 
18 12 00高

塩(塩釜港)釜

押
S 宮城県塩釜港務所 塩釜市築港通り港橋 10 01 

40 1226 
40 12 . 00 9 123 >111 

37 

塩、3 釜
宮城県塩釜港務所 09 5頃8 10 位 45 位

頃 京ヲ
約111 

花淵)
B 宮城郡七ケ浜村字花淵

50 12 25頃高
10 55 9 120' 

， 

〆

小 名浜 F 小名浜測候所 磐城市下神白字綱取 09 36 16・ 25 25 14 25 30 98 99 - 1 
14' 48 {民

Tab. 5 

-
I
Z
-
-

F : Fuess， R: Richard，S: Screw， B: Belei 骨:発震蒔は 7時58分として計算した.
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Fig. 8津波伝ば図

震央は 43.5
0

N，148.50E と仮定

-15 -
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料

第 1 波 最 大 波
検潮所 所 在 地

初動|時刻|山の時刻|振幅!周期 時刻|振幅|周期
型 所属

h ml h m cm m 
苫小牧 苫小牧市旭町4 一 -:-1 12 43 1 7 54 F 開発局

室 蘭 室蘭市祝津番外 押 9 00 9 26 3 50 I 13 08 I 14 50 F メY

浦 河 浦河町浦河港 押 8 50 9 00 3.5 17 12 06 37 18 R ノγ

銀L 子 銚子市大岩町名洗港内 押 9 30 9 53 10 43 23 57 20 32 F 気象庁

布 良 館山市布良宇小知谷下1287の2 押 9 36 9 50 6 I 20 11 12 9 I 20 F F 、

伊 東 伊東市新井区293 押 9 35 10 00 2 1 65 F // 

御 前崎 榛原郡御前崎町 Stop 23 43 17 20 F 
13 30 8 I 20 

庁

鳥 羽 鳥羽市大字鳥羽1484の11 14 25 3 ¥ 50 F ノγ

串 本 西牟婁郡串本町袋 押
10 27 10 38 4 ¥ 28 12 ・49 15 17 F 9 40 9 54 3 1 20 ル'

辞. 訳. 高知市浦戸桂浜 一 19 30 10 25 F // 

清 水 土佐清水市清水町赤毛73 押 11 05 11 20 4 ー 14 16 9 1 22 NK  ノア

7f:ti 津 日南市油津大字大節目の 3 押 11 20 11 30 3.120 13 00 5 1 25 F グー

枕 崎 枕崎市枕崎港 一 一 15 17 2 1 15 F ノア

資担リ観儀潮検Tab. 6 

1) 浜中村霧多布一浜中一

榊町

地震発生の時聞が潮位の上

昇する時であったので，津波、

の第 1波についてはほとんど

観測されておらず，第2波の

始まる前の引き潮から，観測さ

れている.この地域では各地

とも 9時頃の引き潮から始ま

る禅波を第 1波として観測し

ている.

霧多布では9時頃から引き

始め，最大潮は11時30分頃の

第4波で，潮位は約 2m (平

常の潮位の満干差は約1mと

いわれている).最大退潮距

離は200~250m，波高は70~

80cmと推定され， 津波の来

襲方向は海岸線に直角で，北

であった.なお，十勝沖地震

に伴った津波では，海水が著

しく混濁じたが，今回は海水

の色にはほとんど変化がなかった.

暮帰別では 9時頃から引き始め，潮の最も引いたのは

11時30分頃で最大退潮距離は120~150mであった.

船

路

定

別
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F : Fuess， R: Richard， NK: New Kelvin 〔注〕

置

十勝沖地震における津波で，大被害を受けた浜中村霧

多布付近における，今回の津波来襲の状況について，事!I

路地方気象台で踏査を行った.結果を Fig.11に示す.

- 16ー
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Fig. 10-1 検潮儀記録 (7日8時.........8日4時)
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Fig. 10-2 検潮儀記録 (7日8時---8日4時)

R : Richard， F: Fuess 
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Fig. 10":3 検潮儀記録 (7 日 8 時~8 日 4 時)

F : Fuess， NK: New Kelvin 
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N
1
十八

浜中 i竜

Fig. 11 霧多布付近の津波来襲状況

浜中では9時頃から潮が引き始め，最夫潮は11時.......11

時30分，最大退潮距離は 100.......150m(普通大潮の時で50

m位)波高は大潮の時程度といわれている.

榊町では 9時頃から潮が引き始め， 最大退潮距離は

30.......40mで，波高は大潮の時程度といわれている.

津波の来襲方向は，暮帰別・浜中・榊JlJとも海岸線に

ほぼ直角で、，東~東南東となっている.また，浜中湾沿

岸の状況を綜観すると霧多布より北にゆくにつれて津波

の程度は小.さくなっており(十勝沖地震の津波も同様で

あった)， 各地とも，大潮時の満干の状態よりや〉大き

なものが数回反復来襲したものといえよう.

2) 浜中材琵琶瀬

8時30分頃から潮がこみ始め，大きな昇降は約5回，

周期は15，.....，，20分であった. 最大は第3波の 11時頃で，

潮位は1.5....... 2 m，'波高 1m位といわれ，最大退潮距離

は150.......200mであった. 津波は験暮帰島と琵琶瀬JlIと

の聞を，南方向からジャージャーと音をたてて襲来した

はlき潮の速さは時速βマイ Jレ以上と推定)• また， 験

暮帰島と霧多布聞を南から流入した津波は，琵琶瀬湾の

霧多布側海岸で反射し，東から琵琶瀬に襲来したものも

認めらねた

3) 霧多布における潮位観測結果について (Fig.12

参照)

m 
2 

湖伎曲線

0 
6 !dA 

Fig. 12 霧多布港における量水標の観測

(毎日路開発建設部霧多布港修築事業所調べ)

釧路開発建設部霧多布港修築事業所における量水標の

観測資料 (7 日 8h~14h05m まで観測)による津波の状況

は次のとおりである.

， I ヰネ | 

顕著 td. I ~，r_ rté.*，'潮位|周期|振幅|波高|よ|到着時刻 I~ ~I JP:::'J I JJ:2.a I u:'-~J I記事津波 '<-W'1=l "'I""~ I cm I m I cm I cm I 

第 1 波令号 0h8 40白頃骨 10持5 3ー持9 「定押し」 と
推される

第 2波 09 49 160 24 90 82 

第 3波 11 . 08 165 151 75 74 

第 4波 11 .30 180 -30 110 86 最大潮

第 5波 1230 160 151 70 63 

第 6波 13 35 125 351 65 34 

特 第1波については，潮位の上昇が少なく，かつ潮

侠も上昇の途中にあっt:，ため，観測を行なってお
らず詳細は明確でないがiこの資料から推定して
算出した

時波高は花咲検潮所における潮候曲線(潮位表より

推定)を霧多布港修築事業所量水標の D.L.I乙補

正し，これを霧多布港における潮候曲線とし，こ

れと当時の潮位との差をもってした.なお，量水

標の D.L.は東京湾中等潮位下0.8177mである.

この津波に伴って浜中湾の静振と考えられる振動が極

めて顕著に現われた. すなわち， 第 1波襲来の8h40111

頃から約 1時間20分の周期で始まり， 10h 50111最大振幅

90cmとなり，量水標観測時間中継続じfこヱ

~ 4. 海震

今回の地震に際し，当時震央付近を航行中の船舶から

--20ー
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次のような海震の観測報告が気象庁地震課に入電した.

1) 船舶日本海汽船所属神戸丸落石無線

7日08時(日本時間)ホ 43.57ト152.52の地点に

おいて海底地震らしき強震動2分間感じた」船長

2) 船舶(所属および船名不明)

Earthquake observed 6 November 2300 GMT. at 

position 43 degrees 27 min North 151 clegrees 59 min 

Ea-st Master 

~ 5.被害

1. 地震による被害特

1) 通信関係

電信電話線(公社線)障害66回線， 13時頃までに各線

共復旧(札幌~釧路34回線.調1[路~根室31回線，事!日賂~

網走1回線). 

警察官話線障害5回線，夕刻までに復旧(釧路~池田). 

2) 鉄道関係

築堤変状2か所，被害軽微列車徐行(標津線西春別~

計根別，中標津~春別). 

橋脚亀裂1か所，被害軽微，列車徐行(標津線標茶~

泉川). 

3) その他

釧路~鶴居村開拓軌道の路床に亀裂が生じたが，徐行

運転可能の程度.

事1[路市内の瀬戸物屈で瀬戸物損傷.

霧多布港では突堤に多少亀裂を生じた.

2. 津波による被害

1) 根室地万発

8時34分頃花咲港l乙波高65cmの高潮がおしょせ同

港物揚場岸壁に幅7cm長さ 150mの亀裂ができた.

11時 10分頃別海村西別川で， 河口切替詰験工事のた

め河口氏築いていた長さ 10m，高き 10m，厚さ 1mの

土のうが波高1.2mの高潮のため流失した.

2) 宮古地方制

宮古魚協組合よりの報告によると，養殖中のかきの約

半数が流失し，かき棚の移動，ロープの切断などが若干

あった.

~ 6. 千島列島周辺の地震活動州特

この地域は地震活動の最も活発な地域の一つである.

古くは不明の点も多いが，次のものがあげられる.

骨札幌管区気象台調査

制宮古測候所調査

栄誉帯 地震課勝叉護調査
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!IPCN) !λCE)! h (km) ! M， h(km) 

1930年四月23日 441/3 147 140 7.1 140 (G-R) 

1933 VIf 9 431ん 149 一 63ん 一ー グ

1934 vl 13 43.5 147.8 140 6.9 90 // 

1937 rr 21 44 150 120 7.4 ー//
1938 ' XI 13 44. 7 149.4 100 6.9 70 // 

1939 XII 16 43.1 147.2 80~100 7.1 75 // 

1942.Xl 26 44.8 150.2 120 7.4 110 // 

1943 XI 9 43.0 148.0 120 6314 90 グ

1945 玄 9 42. 7 148.0 120 7.0 80 // 

1948 医 10 42.8 147.5 7.1 40 // 

1956 X 11 44.5 150.5 100 71んー71/2(Pas) 

また，今回の地震の前一年間の同地域のおもな地震だ

けでも下記のようになる.

|規模|伊川|λCE)!h(km)1 備 考

1957年E月6日 R 45 1491ん 60 

XI 19 R 43.3 148.0 80 

1958 1 11 R 4041/2 148 60 
rr 15 R 43.5 147. 7 60 M:6.0 
V 31 M 44.5 148.0 40 
VlI 21 R 433/4 1471/2 60 M:6『61(1B/4 erk) 
刊 30 R 44 1483/4 20 M:6. 

四 5 R 44.1 147.2 90 

X 28 R 433/4 188 80 

(R:顕著， M:梢顕)
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以上でもわかるように，向島付近，特に今回の地震の

あった地域は多くの地震が常に起っており，震源の深さ

も今回の地震と同じくや〉深いものが多い.

~ 7. 津波予報

1. 津波予報発令経過

札幌管区気象台

11月7日7時59分，感震器と同時に体感により相当大

規模の地震と推定，発震時 (7時59分 32秒)， P~S 

(62秒)，初動万向 (EN'E，引き)， 最大全振幅(更正

振幅14，mm)などよりエトロフ島付近と推定，震源は

若干深いと判断じた.規模計算表よりM=7.8を算出，

津波発生ありと推定した.各官署より入電する津波電報

および地震電報により， 震源をエトロフ島沖 44.5.0N，

146.5
0

E と決定.津波予報図に資料(札幌，浦河，室蘭，

広尾)をプ〆ロットした結果，規模は大津波地震と小津波

地震の中間，震央より 150km内は大津波， 300km内は

弱い津波，津波の来襲地域は 1区(オホーック海沿岸)

の南部および2区(太平洋沿岸)と判定したが，地震記

象型より震源が若干深いことを考慮し，大津波の発生ま

でにはいたらず， ~~t'\津波の程度はあるものと判断決定

した.

8時18分，津波予報11区 2区弱い津波」を発令す.

8時47分，仙台管区より「弱い津波4区」入電.

仙台管区気象台

8時15分，までに入電した資料l乙基乞震央はエトロ

フ島付近と判定した(深さは暫定的に 40kmとした). 

8時18分，P~S の確らしい個所の最大振幅で， 津波

の規模を判定(津波の規模は，1ヨワイツナミ J).北海道

東万沖の地震の震央は，従来から確定できないのが通例

なので，もう少し北海道の資料の入手を待つことにし

た.

8時29分，札幌管区より津波予報を受領した.札幌の

資料では 2区(したがって 4区にも)に津波の来る位置

に震央が判定されたものとみて 8時30分「弱い津波

4Jを発令した

9時04分，本庁震源電報で深さ 100kmと判ったので，

津波はないか，またはあっても「ヨワイツナミ」よりも

っと弱いものと判定し， さらに念のため児管下宮署の緊

急水位通報を待ったが， 9時25分津波解除報を発令した.

観測部地震課骨

8時過ぎ緩慢な地震動を感じ震度Eと判定したが，体

感時聞がかなり長いので，東京よりはるかの距離に，か

なりの地震発生を予想しつつまず津波判定用地震計室へ

行った.地震計は起動器修理中にて，不幸にも予備起動

器は停止し役にたたなかった.ただちに有線通信課現業

室で判定作業を開始した.

9時20分，津波予報解除を 1区 2区に発令す 8時15分までに入電した津波電報，地震電報による震

12時17，分，太平洋沿岸域では，津波予報解除後も若干 度分布，初動方向からは震源地は北海道万面とは確定さ

の海面昇降があるので，沿岸測候所に対して低地帯浸水 れただ，オホーック海側か太平洋側かは判定が困難であ

の注意を津波情報として打電した. 誕地震課湯村哲男担当

津波予‘報伝達状況一覧表

名 l伝的I~言 l 備 考| 伝達官署名 l問刻lzZ|備 考
本L 幌 電 話 局 8時20分 2分 専用電話 広 尾 8時28分 10分 公社線経1:1:1

札幌中央放送局 8 23 5 F 浦 河 8 23 5 専用線

札幌鉄道管理局 8 25 7 ノY 苫 牧 8 26 8 グ

第一管区海上保安本部 8 20 2 ノY 室 蘭 8 26 8 メア

北海道警察本部 8 23 5 ノア 森 8 24 6 p 

北海 道 放送 8 35 17 11 函 館 8 24 6 グ

北 海 道 庁 8 21 3 市内電話 網 走 8 21 3 ノア

本 庁 士出 震課 8 27 9 専用線 紋 別 8 21 3 グ

イ山 」口主、 8 27 9 グ 枝 幸 8 21 3 11 

根 室 8 24 6 公社線経由 雄一 武 8 21 3 F 

事11 路 8 25 7 F 稚 内 8 21 3 メY

帯 広 8 -23 5 F 
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仙台管区気象台 (8時30分発令)

伝 達 官 署 |所要時間

仙台の各機関伝達中枢 (9か所)へ 15分

N H K (仙 台) 11 

N H K (盛 岡) 13 

フ ~ オ イ山 」口三、 15 

フ 平、J為 オ 岩 手 16 

八戸測より八戸の各機関 (9か所)へ 7 

'宮古測より宮古の各機関 (8か所)へ 13 

盛岡地気より盛岡のそを機関 (6か所)へ 9 

// 釜石海上保安部へ 9 

小名浜測より小名浜の各機関 (6か所)へ 8 

岩手県田老町役場の警報受領 10 

釜石市役所 // 10 

大船渡市役所 F 5 

響はあったとしてもかなりの時間的余裕ありと考え 8

時21分まで!と入電した資料から等P線により， ょうや

く太平洋側であることが判明し，概略の震央を43.5
0
N，

148. 5
0

Eと推定した.推定震央にもとずき，津波判定を

行った結果，大津波地震となり，根室付近が大津波，半

径450km以内が弱い津波と判定された:が， 震度分布が

異常である点，初動が明りやうな地震電報が多い点，お

よび，経験的にこの付近の震源は深いζとなどを判定に

とり入れ，津波はあったとしても全域にわたり弱いもの

であろうと判定した.

このような判定の下に担当区域である 7区 8区には

津波警報は発令しなかった.

かくするうち， 8時26分札幌よりrJ.区， 2区に弱い

津波j，8時 33分仙台より f4区に弱い津波」の警報

発令の入電があった.

った.これと平行して h=40kmおよび 100kmとしてp-- 前述のように，具体的な判定は“全域にわたり弱い津

Sーーム円による震央決定作業も行ったが，これもいずれの 波"であったが，判定図にあらわれた結果は北海道東岸

側かを決定する乙とができなかった. l 可ずれにしても千 に大樟波を示しているので 8時 44分に The10 th 

島列島南部であることはわかったので7区 8区への影 Weather Groupsおよび， JMB放送には“大津波"の

Tab. 7 ツナ 電報

初動 更全正振最幅大 〆発現時 p，，-，S 受信 j通報

‘官 署 冒頭記号 震度
立1m 時分 秒 時分:所要時間、

打首 河骨 ツナミ」 4 O 99j 024j 07 58 052 |帥伽: 07m -
本L 幌長 ノゲ 2 8 02j 014j 07 59 050 ノァ 02 

ハ、 戸一一帯 ノグ 4 8 fOj 012j 07 59 999 グ 01 

酒 田恭 ノグ 3 8 09j 158j 08 00 013 
1d0 y 

06 

青 森 5 8 02j 012j 07 59 068 
、

05 ノグ

本L 幌 〆ア 4 8 02j 014j 07 59 050 11 

室 蘭 /グ 2 3 99j 015j 08 02 061 〆i' 03 

浦 河 F O 99j 024j 07 58 052 // 

盛 岡 が 3 10j 006j 08 00 073 12 03 

j¥、 戸 /グ 3 10j 012j 07 59 999 16 

秋 間 グ 1 3 10j 010j 08 00 103 18 02 

網 走 F 3 8 08j 060j 08 59 006 21 

酒 田 ノア 3 3 09j 158j 08 00 013 26 

事1[ 路長 p 5 ノO 99j OOOj 07 '58 000 A〆:

根 室ー ノY 4 8 02j 081j 08 00 029 27 01 

劃1[ 路 // 5 O 03j 028j 07 59 034 31 

帯 広 F 4 O 99j 055j 07 59 38 01 

新 潟 ノY 1 3 14j 010j 07 59 030 // 01 

稚 内 F O 8 05j 013j 08 02 xxx 53 '01 

注長は後から訂正報が入る.

ゴデック体は結果的にみて震源推定に有力であったもの(初動 :P，，-，S IL限る)
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Tab. 8-1 地 震 電 報

官 署:車引日次|吋:?引に81鰐1:下水iHli?;喜子
石 巻 592 07 3 0800003 4 08444 3 10 1 02 
浮荷 ft 668 07 2 08 01 120 後味。 11 1 10 。。
江 差 428 07 2 08 00 長兼帯 ノグ 07 
三宅島 677 07 O 08 02持制 F 。。
臼 河 597 07 3 08 00 27 101 I 4 後者。 10 1 11 03 

F 

小名浜 598 07 3 08 00 22 100 I 4 I 3 10 6 メY 03 
長津呂 666 07 O 08 01 13 持者栄養 } 

12 。。
秩 父 641 07 3 08 00 48 113 I 4 ・長兼O 10 1 // 。。
.甲 府長 638 07 3 08 00 56 120 I 4 I 0 10 1 ‘// 。。
岩見沢 413 07 3 08 00 恭焚長 13 05 

樽 411 07， 2 07 59 50 点Y 07 
劉L 648 07 2 08 00 45 114 1 4 1 0 99 4 ノゲ 。。

宇室山 都 子宮蘭形帯後
615 07 2 07 59 34 100 I 4 I 8 08 1 グ 00 
423 07 1 08 02 99 061 I 4 I 3 99 1 グ 03 
588 07 1 08 00 15 102 込 長兼O 99 1 14 03 

青苫福船 小 森牧葎島

575 07 4 07 59 46 068 I 4 I 8 03 7 ノ7 04 
424 07 3 07 59 29 006 I 4 長特O 99 4 // 03 
595 07 3 08 00 19 092 I 4 I 8 10 1 が 01 
640 07 1 08 00 53 1261 4 袋持。 10 1 ノア 。。

浦 河 426 07 4 07 59 25 053 I 4 ・開。 02 1 

1グバρア5 

01 

函 館 430 07 3 07 59 43 068 I 4 I 8 02 1 04 
盛
」岡Iコ与、
584 07 4 07 59 54 073 I 4 I 3 10 8 02 

イ甲山 590 07 3 07 59 07 031 1 4 1 3 10 1 00 
府 638 07 3 08 00 56 120 1 4 1 3 10 1 // 。。

貴島 谷 626 07 1 08 00 44 115 1 4 1 8 10 2 16 。。

水
商戸
629 07 2 0800 29 110 1 4 1 0 99 5 F 。。

留 406 07 O 075599 30 059 I 4 味根栄公8 99 9 // 04 
オ革本く 429 07 3 07 59 45 長兼骨 4 1 0 03 8 五r 06 

網目リ
走橋持 409 07 3 08 59 19 006 I 4 後長8 世* * 17 02 
624 07 1 08 00 43 013 1 4 1 8 10 5 /γ 。。

倶八知戸安
433 07 2 08 00 持時 4 // 07 
581 07 4 07 59 41 067 4 3 019 0 

6 18 01 
酒 田 587 07、 3 08 00 16 016 4 8 5 // 10 
名古屋後 636 07 O 08 02 11 999 4 O 10 2 ノ7 01 
大 島勢 675 07 1 07 59 00 008 4 3 99 O ノγ 。。

柿 岡 628 07 2 08 00 34 134 4 3 09 1 19 。。
飯 田 637 07 1 08 01 05 127 4 10 5 グ 。。

高長
田 612 07 1 08 00 42 111 4 99 5 20 03 

野潟帯
610 07 1 08 00 48 107 4 12 2 グ 。。

新 604 07 1 07 59 02 030 4 14 1 // 02 

宇都宮 615 07 2 07 59 34 100 4 06 3 22 。。

原高 松都
891 07 O 08 01 40 150 4 10 6 グ 08 
759 07 O 080000 42 177 4 10 1 グ 02 

松 代浜美 685 07 O 08 00 45 102 4 10 2 25 。。
ネ黄 670 07 1 08 00 50 持+号令舎 4 10 2 // 00 

広静
尾 440 07 3 07 58 42 004 4 02 2 27: 02 
岡 656 07 1 08 01 04 120 4 10 3 ノ~: 00 

軽井沢 622 07 1 08 00 54 090 4 10 8 
旭 JlI 407 07 1 07 00 12 516 4 04 3 31: 03 
富 崎 673 07 O 08 00 52 131 ， 4 99 4 // 00 

手首 広 417 07 4 07 59 15 045 4 99 9 37: 22 
秋 田 582 07 1 07 59 55 999 4 10 9 //: 02 
宮 古 585 Q7 3 07 59 46 070 4 10 8 ノア

紋輪
，'aU 435 07 1 07 58 世骨骨 4 42: 04 
島ー 600 07 O 08 00' 50 999 4 99 4 45: 01 
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Tab. ，8-2地震電 1報

官署 地点
日次|震度比γ;トュイ賠 受信通報所

記事 時刻要時間
番号

上下:水平
時分分

一
子水尚良山

657 07 O 08 00 55 110 4 10 08 45: 。。
米 744 07 O 08 01 35 163 4 99 49 08 

清ズ松ヌZ記ミ
'887 07 O 08 01 59 150 4 02 5グ0: 19 
780 07 O 08 01 22 178 4 04 5 
885 07 9 08 02 02 202 4 99 3 //: 16 

大亀 阪発 772 07 O '080O 121 160 4 10 2 

55ち9d 352 1 1 

04 
650 07 O 08 01 29 177 4 06 5 06 

07 O 087 0200 199 4 12 5 05 

潟阪 67 07 42 | | 07 1 07 59 02 030 
4 02 。。

07 O 08 01 21 182 4 10 。。

富福 岡 807 07 9 080020 12 183 4 

3 3 3 3 3 

10 57 02 1 
山 607 07 O 08 00 53 086 4 13 2 58 : 12 
広島 765 07 O 08 01 -53 162 4 10 1 59 07 
相室 川 602 07 O 07 59 32 109 4 10 1 09 00: 01 
蘭 423 07 2 07 59 31 062/ 4 99 1 ノ7 ・ 04 

大島 675 07 1 08 00 55 128 4 09 1 
0012 3 34 
。。

松 代分戸時 685 
07 ‘O 008 80046 125 4 10 1 。。

大 815 07 9 02 13 200 4 02 1 10 
神 770 07 O 08 01 32 148 4 10 1 17 09 ' 
屋久 836 07 O 0802 41 217 4 10 2 18 08 

稚内 401 07 O 07 59 31 054 4 05 2 21 04 
網 走鷲 409 07 3 07 59 01 035 4 04 9 27 
尾 663 07 O 08 01 23 196 4 10 1 

2p8. : 09 
浜 松都 654 。。 O 08 01 10 164 4 99 1 02 
寿 421 07 O 07 59 43 052 4 03 5 F 03 

潮 岬崎 778 07 O 08 01 36 188 4 10 2 33! ¥ 02 

御下呂 前 655 07 O 08 01 11 
。。。 4 99 6 38: 00 

関崎 762 07 9 08 02 08 213 4 10 O 40 : 05 
830 07 O 08 02 20 214 4 99 1 庁 03 

金沢 605 07 O 08 01 03 999 4 99 1 
4p 2i l 
04 

水名古屋 636 07 O 08 01 11 142 4 02 2 03 
沢 510 07 3 08 00 00 02823 4 

4 

H3 3 80 1 

01 1 53 : 
長崎 817 07 O 08 02 26 4 10 1 58 : 06 
和歌室山 777 07 O 08 01 24- 155 4 10 1 10 0グ~i 10 
根， 420 07 4 07 58 47 029 4 02 1 04 

〆

浜 田 755 07 O 08 01 53 186 4 03 1 14 : 06 

高 知島 893 07 9 08 01 51 192 4 99 6 18 08 
鹿児 827 07 9 08 02 32 195 4 10 2 25 03 

札徳釧 路幌島 895 
07 O 08509 137 162 4 10 '2 35 09 

418 07 5 07 59 05 
00359 6 
4 03 11 27 03 

412 07 4 07 59 32 4 04 。。

注長:後に訂正報入電側:上下成分地震計なし 糊持:地震計なし時州:強震計のみ

ゴデック体は結果的にみて震源決定に有力だったもの(発現分分秒秒・E--S・初動に限る)

警報を発令した. 波情報を発表した.

その後，地震発生から 1時間以上経過しでも津波の情 2. 津波予報のために集った電報

報が入電しないので，予想どおり北海道東岸にも大津波 この地震の津波予報のために，気象庁観測部地震課に

はなかったものと判断し 9時35分津波警報を解除し 集った諸電報とその入手状況は Tab.7及び8のとおり

た であった.順序は受信順にした.

警報解除後津波情報が入電したので 3固にわたり津
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